
家族で英語を学ぼう！

絵本を読み聞かせて
英語を学ぶ



絵本
英国では毎年、何千冊もの子供向け絵本が出版されています。書店で子供向けの本棚の前に立つと、魅力的な新刊からなじみのある名作まで、今日英国で活躍する指折りの作家たちが手がけた作品がずらりと並び、どれを選んで良いか戸惑ってしまいます。英語を母語とする子どもたちはこれらの絵本に接する機会が多いわけですが、英語を第二言語として学んでいる幼い子どもたちもこうした絵本を利用すればよいのです。 

ワット・シャル・ウィ・ドゥ・ウィズ・ザ・ブー・フー・ベイビー？クレシダ・カウエル＆イングリッド・ゴードン（マクミリアン・チルドレン・ブックス/英国・ロンドン）

ベアー・アバウト・タウン ステラ・ブラックストーン作 デビー・ハーター絵（ベアフット・ブックス）ベアフット・ブックス社（www.barefootbooks.com）の協力により復刻

www.britishcouncil.org/parents
2 3

ブリティッシュ・カウンシルのグローバルな経験から言えることは、先生と親が協力すれば、子どもたちの学習はさらに向上するということです。

はじめに
親が子どもの学習を見るようになると、学習姿勢や学習速度にプラスの効果が生まれます。教室の外で親が子どもをサポートすれば、教室の中で子どもはめざましい上達をみせてくれるのです。
英国の学校教育担当大臣ジム・ナイトは、「初等教育年齢の子どもたちの学習には、親が先生の6倍もの影響力をもっている」と述べました。親が子どもを励まし、英語を使うことへの自信をつけさせるための簡単な方法がいくつかあります。親をサポートするため、ブリティッシュ・カウンシルでは「家族で英語を学ぼう！」シリーズを開発しました。子どもとともに、これらを楽しんで活用していただきたいと願っています。子どもと一緒に学ぶのはとても楽しいですよ！

子供の学習

親
先生

https://www.barefootbooks.com/
https://www.barefootbooks.com/


英語の絵本を読むということになれば、親と子の対話を

日本語から英語に切り替える理由が生まれます。英語に

あまり自信のない親たちにとっても、絵本に出てくるお決

まりの言い回しは心強い味方です。絵本は、一緒に読む文

章を提供してくれるだけでなく、対話の土台にもなってく

れます。親は子どもの好みや興味、そして成長に合ったも

のを選ぶことができます。

絵本を取り入れると子どもの学校の勉強や教科書の内容

に合わないのではと心配する親もいるかもしれません。

絵本の読み聞かせは、家族の絆を強め、家庭で英語を話

す楽しさを子どもに気づかせてくれます。絵本に出てくる

英語の語句を日常的な会話の中で使っている家族もたく

さんあります。「ノット・ナウ・ベルナール」は特におすす

めです！

早く始めるメリット
英語を聞くのが本当に初めてであっても、絵本を厳選す

れば、子どもたちは喜びます。最初は大人が楽しく読み

聞かせをすると、幼い学習者たちは短い一節ならすぐに

覚えてしまいます。

子どもたちはもともとおはなし好きです。ずっと幼いう

ちから、彼らは物語調でしゃべります。自分の考えや希

望や感情を言葉だけでなくお絵かきやごっこ遊びの中

で表現しながら、日々の体験という物語の中で自分の本

質を形作っていくのです。

多くの子どもたちは、テレビや映画で見る物語や情報を

日本語で理解することに慣れていますし、親と絵本を読

んで対話が楽しめる子どももいるかもしれません。親が

導いてあげると、英語で書かれた絵本の意味を理解す

るために自分の読解力をどのように応用すればよいか

を、ほとんどの子どもはすぐに見つけ出します。

絵本の読み聞かせの目的は、もう一つの言語を身につけ

ることだけでなく、親の導きで子どもの目をより広い世

界に開かせることなのです。絵本の読み聞かせという一

対一の対話によって、子どもたちは親たちの励ましを感

じながら、自身のスピードとレベルに合わせて心身とも

に成長していくのです。子どもたちは多くの絵本に触れ

れば触れるほど、自信をつけていきます。その自信は、

慣れない英語や新しい経験に挑戦する姿勢にも表れて

くるものです。

ゼア・ワズ・アン・オールド・レディ・フー・スワロウド・

ア・フライ 
©Ｍ.トゥイン 1973年 チャイルド・プレイ

（インターナショナル）社の協力により復刻

無断複写・転載を禁じます
ノット・ナウ・ベルナール

ディビッド・マッキー

（ランダムハウス）
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絵本から学ぶ
子どもが英語の絵本について進んで話をするようになるまでには少し時間がかかります。とはいっても、しゃべらないからといって、彼らが何も聞かず学習していないというわけではありません（詳しくは、ブリティッシュ・カウンシルのブックレット「幼い子どもたちのための異言語としての英語学習法」をご覧ください）。子どもたちは通常、実際に口に出すことができるよりもたくさんのことを理解しています。そして、読書に対する意欲と楽しさを感じているなら、自分なりのスピードで新しい英語を吸収しようとします。子どもたちは自分の世界を探検するのに忙しく、何か新しいものを見つけ出そうと興味津々です。もしそれが、魅力的でわくわくするようなものならなおさらのことです。

絵本を読み聞かせるとき、親たちは子どもの吸収力を見過ごしがちです。しかし、ひとつの文章を完結することや、「No（いいえ）」など強く意思を表す単語を出てくるたびに口に出すことを促してみましょう。子どもたちが積極的に「読むこと」に参加しようとする姿を見て、きっと驚くはずです。そうしてひとたび読み聞かせに参加する方法を知った子どもたちは、徐々にその力を生かし、短い文章をまるごと覚えこんでしまいます。ついには、ページをめくりながら挿し絵に合わせ、文章をおおかた暗誦してしまうほどです。忙しさのあまり短い文章をわざと読み飛ばした多くの親は、「まちがい」を子どもに指摘された経験を持っています！

幼い子どもたちが退屈だと感じるまでの限度は大人とは異なります。多くの子どもは同じ本を何度も読んで読んでと求めてきます。親はこれらの要求にどんどん応えてやるとよいでしょう。何度も読んで自然な繰り返しを耳に入れることで、子どもたちは意味を理解したり、新たな言葉を覚えたり、すでに習得した言葉を確認して定着させることができるのです。

学年別の教科書と区別するため、絵本は「本当の本」などと呼ばれることがあります。子どもたちは絵本を通じ、英語を母語とする子どもたちがよく知っている一連の言語構造や語彙に触れるのです。

「本当の本」の挿絵は、多くの教科書のように、言葉の理解を助けるだけではありません。さまざまなスタイルの芸術作品に触れ、子どもたちの視覚的体験の幅は自然に広がっていきます。子どもたちと絵本を開く楽しみのひとつは、最初はたいていひとつの挿絵を見てばかりの子どもたちが、繰り返し読むうちに、細かい部分にも気づき始めることです。

よく知られた作家の挿絵もあるでしょうし、挿絵が写真のものや、一風変わった3D仕掛けの絵本もあるでしょう。芸術作品をその手に触れて、子どもたちはどんなにか心躍らせることでしょう。絵本は、目で見て読み取る能力を高め、知らず知らずのうちに創造力に影響を与え、デザインや挿絵のすばらしさを味わう力を育んでいくにちがいありません。

ドゥー・ユア・イヤーズ・ハング・ロウ？キャロライン・ジェイン・チャーチ 2002年
ヒッポ・ハズ・ア・ハット
ジュリア・ロナルドソン＆ニック・シャラット（マクミリアン・チルドレン・ブックス/英国・ロンドン）
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絵本は子どもたちが自らの人生に意味を見出す手助けも

します。絵本の中の感情あふれる場面にひきこまれるこ

とで、子どもたちの心の中のいら立ちが和らぐかもしれま

せん。あるいは、実際に自分を取りまく環境や夢までも

はるかに越えた、刺激的で想像力に富んだ体験に出会え

るかもしれません。力強く絵本を閉じながら「さよなら、

巨人！」とつぶやく子どもの心にみなぎっている力を想像

してみてください。

絵本を選ぶ
絵本といっても色々あります。

• �物語本 - 会話や詩を含む、短く簡単なお話

• �情報本 - 短い説明文が添えられている 

• �詩の本 - 物語風の詩、または詩選集 

• �仕掛け本 - 短い文章と3D仕掛けの本

• �キャラクターシリーズ本 - キャラクターや人形など

　　　　　　　　　　　　  が出てくる本 

親は自分たちが楽しみ、自信をもって読めると感じられる

本を選ぶ必要があります。情熱は伝わります！実際に読み

聞かせる前に、どんなふうに読むか考えておかなければな

りませんし、読み返すときも同じように読むことです。毎

回読み方がちがうと、子どもたちは言葉を吸収しづらくな

ってしまいます。

順調に言葉を教え、自信を育むために、最初のうちは、文

章が短い絵本を選ぶことが大切です。子どもたちは自分で

習熟の度合いをはかることができ、大人から相応の褒め

言葉を聞けば、英語絵本の読み聞かせを好む気持ちが芽

生えていきます。

簡単でも少し長い文章の場合、最初に読むときには書いて

ある文章だけそのままを読みます。それが理解できたら、

「幼児語」を使って少しずつ細かい描写を付け加えていけ

ばよいのです（詳しくは、ブリティッシュ・カウンシルのブ

ックレット「子どもと英語を話す」をご覧ください）。

子どもの実際の英語レベルを少し超えた言葉がいくつか

含まれているような本を中心に選びましょう。耳慣れた言

葉から始めて、次にいくつか新しい言葉を覚えていくとい

うように進められるからです。

子どもと一緒にうまく数冊読めたら、家庭で定期的に英語

の絵本を「読む」習慣が定着したと考えてよいでしょう。

物語に出てくる単語や表現を、子どもたちが普段使う英語

に取り入れやすいような本を選ぶのが理想です。覚えた言

葉をさまざまな場面に当てはめていく、持ち前の能力を活

かす機会を与えてやることができるからです。

モンキー・アンド・ミー 
エミリー・グラベット

（マクミリアン・チルドレン・ブックス/英国・ロンドン）

ネクスト・プリーズ 
アーンスト・ジャンディ＆ノーマン・ジャンジ

（ランダムハウス）
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本を選ぶとき、親は男女のちがいを考慮しつつ、男女関係なく好まれるようなものも何冊か選びましょう。子どもたちは同じ物語の体験を共有し、意見を交わすことができます。

男の子の中には、物語本よりも情報本のほうがなじみやすいという子もいます。

CD-ROM と DVDの使用
物語本の中には、CD-ROMやDVDが付属して売られているものがあります。これらを利用すると、読み聞かせと比べて親子の親密度が低く、子どもの態度も受身なものになってしまいます。深い学習のためには、子どもが文章をおおかた記憶してしまうまで本を読み聞かせてから、CD-ROMやDVDを使うのが一番です。

読み聞かせはさまざまな体験の宝庫です。文章に慣れ親しむまでは、声やアクセントまでもが親と異なるこれらのメディアは、子どもたちにはまだ早すぎるでしょう。
子どもたちが絵本の楽しみ方を見つけ出し、自分で読みたいと思うようになれば、CD-ROMやDVDを使ってもよいでしょう。

本の時間
読み聞かせを成功させるには、決まった時間に本を読むことが大切です。その時間になれば親にぴったりくっついてよいということ、親が自分だけを見て絵本を読んでくれるということを教えましょう。

本の時間は、単独で設けてもよいでしょうし、英語を使った他の練習と一緒に行ってもよいでしょう（詳しくは、ブリティッシュ・カウンシルのブックレット「子どもと英語で話す」をご覧ください）。短時間でも頻繁に英語に触れるほうが、長いレッスンを少しだけ行うより効果的なので、「英語本の時間」は毎日、または少なくとも平日の同じ時間に設けるのが理想です。長さは、子どもの意欲やその日の気分に合わせ、10分からもう少し長い時間までさまざまでよいでしょう。習慣づけることで子どもたちに安心感を与え、待ち遠しく思う時間を用意することができるのです。
 

パス・ザ・ジム, ジャム カイヤ・ウマンスキー＆マーガレット・チェンバーレイン（ランダムハウス）

ディア・ズー 
ロッド・キャンプベル（マクミリアン・チルドレン・ブックス/英国・ロンドン）
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子どものリクエストだけでは、情緒面や言語的に必要な

ものが満たされない場合もありますから、読む本を一緒

に選ぶとよいでしょう。新しい本は、子どもが別の本を上

手に「読み」はじめるようになってから取り入れるのが一

番です。新しい本を出してくるのは、親子がともに「気分

がよい」ときまで待ちましょう。

新しい本を読むときの親の役割

初期の段階の子どもたちは、読み方、感想に関する対

話、そして言葉の習得についても親に依存しています。

そんな親の役割も、子どもたちが読むことに少し参加し

はじめると、徐々に変化します。子どもの読む力が向上す

るにつれ、親の役割は少しずつ小さくなっていきます。

子どもたちが本文を暗記してしまい、自分や他人のため

に声に出して本を「読める」ようになるころには、親の役

割は間違えた箇所を言い直したり、うまくできたときに

褒めたりする程度になります。

この時期、親はそれまでの経験をふまえ、子どもをよく

観察して、どの段階に到達したか、どのような部分で親の

サポートを必要としているのかを見極めます。本を読む

ときの一連の流れは新しい本を紹介するたびに繰り返し

ますが、子どもの英語が上達するにつれ、ひととおりの

流れ」を終えるのにかかる時間は短くなっていきます。

自由読書
自由読書とは、子どもたちが自分で、空いた時間に、好き

なときにページをめくって本を楽しむ遊びです。自ら始め

るあらゆる遊び同様、自由読書は学習の重要な一環で

す。この遊びは子どもたちに、自分は何をしたいかをもう

一度考え、親でなく自分自身のレベルとスピードで学習

を定着させる時間となるからです。

幼い子どもたちにとって、おじいちゃんやおばあちゃんに

「読んで」みせる機会も必要です。できるようになったこ

とを披露したいと願うのは自然なことですし、これもま

た一種の遊びです。うまくいけばやる気につながり、家族

は自分が英語で本を読むことを期待していて、読めば楽

しんでくれる、と子どもたちは心の中で確かめるのです。

幼い子どもは親たちを喜ばせ、楽しい時間をともにすご

したいと願っているものです。

家庭文庫を設ける
子どもたちがすでに知っている本は、すぐ手に取れる場

所に保管しておきましょう。気が向いたときに手に取っ

て、自分で声に出して「読む」ことができます。この段階

の子どもたちのほとんどはまだ黙読ができません。でき

れば本の表表紙が見えるように置いておきましょう。こ

の年頃の子どもたちは背表紙を見ても、本を開いてみた

いとはあまり思わないからです。 

キャン・ユー・スポット・ザ・スポッティー・ドッグ？

ジョン・ロウ
（ランダムハウス）

ローズィーズ・ウォーク

パット・ハッチンズ

（ランダムハウス）
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出てくる言葉のほとんどを子どもたちが理解できるようになるまでは、新しい本を家庭文庫に加えないようにしましょう。家庭文庫にある本の文章が読めないとわかったら、子どもたちのやる気はまちがいなく失われてしまいます。初期段階では、「ぼくはできる」という気持ちを持ちつづけることが重要なのです。「わたしにはできない」と思ってしまった気持ちは、ぬぐい去るのに多くの時間と励ましが必要です。

読み聞かせる
どの程度「幼児語」を使う必要があるかは、日本語と英語両方における子どもの言語水準によって変わってきます。

新しい本を読み聞かせるとき、最初の数回は、親たちは下記のことに気をつけるようにします。

• �子どもたちに十分近づくようにしてください。声を出すとき親のくちびるがどのように動くか、目、顔、そしてボディ・ランゲージを使って興奮や感情をどのように伝えているかがわかるようにします。
• � 子どものペースで読み、子どもが必要なだけ絵を見せてください。幼い子どもたちは理解するために視覚的な情報に頼っています。たいてい、振り返って親の顔を見て、もう見終わったよと知らせてくれます。

• �お話はおおげさに読んでください。できれば身体的なジェスチャーもまじえます。身体的な動きを取り入れると、言葉を記憶しやすくなります。 

• �物語を読むとき、動物や「ア・クロス・グランマ」に登場するような登場人物には、それぞれおもしろい声を使って読んでみせてください。子どもたちは登場人物の描写をまねたり、自分で声を出して「読む」ときにそれを再現したりするのが好きです。• �読みながら単語をひとつひとつ指差してください。左から右への目の動きの発達を促し、文字の形を意識できるようにするためです。 

• �子どもたちが一文を最後まで読んだり、動物や乗り物の音をたてたりするように促し、読み聞かせに参加させてください。 • � 読み聞かせが終わったら、本を閉じ、数秒間黙っていてください。子どもはまだ想像の世界にいて、そこから抜け出すには少し時間がかかるのです。

• �本についてあまりにも多く質問をしすぎると、本の魔法がとけてしまいます。一緒に本を読んでいる家庭では、放っておいても子どもたちは、さっき読み聞かせた英語の絵本について日本語で話しはじめるようです。

• �英語で話しているときに子どもが日本語の単語や表現を使うのは、多くの場合、その単語をまだ英語では覚えていないか、忘れてしまっているからです。言葉をごちゃ混ぜに使っていても指摘しないで、文章全体を英語で繰り返してあげてください。子どもたちは日本語が混ざっていたことに気づき、その部分の英語を覚えるでしょう。そして、もう少し後の段階でそれを使えるようになるはずです。

スーザン・ラフス 
ジョアン・ウィリス＆トニー・ロス（ランダムハウス）

ストンプ・チョンプ・ビッグ・ロアーズ！ヒア・カム・ザ・ディノサウルス！ カイヤ・ウマンスキー＆ニック・シャラット
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子どもはどのように理解するか

幼い子どもたちは、自分の身のまわりのものや日本語を

見聞きして、意味を理解するのに大忙しです。日々の習慣

に関する話題でなければ、そこには新しい言葉がたくさん

含まれています。子どもたちは言われたことの要点を理解

し、反応するのがとても得意です。他の言語を学んでいる

多くの大人と違って、すべての言葉を理解できるまで待つ

ことはありません。理解できる言葉を拾い出し、残りの部

分の意味は文脈からの手がかりや話者のボディ・ランゲー

ジ、目、または顔の表情をもとに補います。絵本を読み聞

かせる場合、子どもは絵からさらなる手がかりを得られる

のです。

最初は親たちも、スムーズに理解できるようにと単語やフ

レーズを訳してしまうかもしれません。しかし、訳すのは一

度だけ、そしてそれが本文の一部ではなく翻訳であること

がわかるよう小さな声で伝えるほうがよいでしょう。子ど

もたちは簡単な訳でもすぐに理解します。絵本の時間のた

びに親が訳し続けてくれると思ったら、子どもたちは英語

を学ぶ努力をしなくなってしまいます。

文化的な情報
英国仕込みの作家が描いた絵本には、英国の社会を象徴

する環境や文化的習慣が描写されていることが多々あり

ます。それが子どもたちを取りまく世界とあまりにも異な

る場合には、親が日本語で説明を補足できるよう準備し

ておく必要があります。

読み方を学ぶ
日本語を読める子どもたちがいつになったら英語の絵本

を読んで理解したいと言いだすか、親たちは気がかりかも

しれません。むやみに読み方を教えてしまったら、学校の

体系化された授業に支障をきたすかもしれないと考える

のです。正規の読解教育を、楽しむための読書と混同して

はなりません。子どもたちが自分で読み方を学びたいとい

う興味を示したら、親はその熱意を後押しし、家庭で手を

貸すべきです。

文字の呼び名ではなく、音声を使って、アルファベットの小

文字から教え始めるとよいでしょう。たとえば、b、d、m、

tなどの子音字が最も簡単です。子どもが文字の音をいく

つか覚えたら、単語の最初の文字を指差して（dogのdな

ど）、その音を強調して読みます。

さらに小文字の音を覚えたら（子音および簡単な母音）そ

れらの音を繰り返しながら、小文字と比較しつつ大文字を

繰り返し発音し、教えます。

すでに文章を暗記している子どもたちは、すぐに簡単な単

語の形を認識し、文章のどのあたりにその単語があるかに

気づきます。子どもたちに文章の他の部分でも同じ単語を見

つけるよう尋ねて、このゲームを発展させていきましょう。

ルック・アウト！イッツ・ザ・ウルフ！ 

エミリー・ジャドゥール
（エヴァンス）

ブラウン・ベアー・ブラウン・ベアー・

ワット・ドゥー・ユー・スィー？ 
ビル・マーティン・ジュニア/エリック・カール

（パフィン）
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すでに日本語が読める子どもたちは、読み取る作業がいかに簡単かをすぐに理解し、英語の文章に出てくる他の短い単語をひきつづき自分で認識していきます。ただし、”the”のように短くても読んで理解しにくい単語の読み方は、親が教える必要があります。 
親がアルファベットの歌を歌ってみせるときは、文字には読むときの音とは異なる名前があり、アルファベットの歌の大半は、文字の名前を歌ったものであることを説明してください。
すでに聞いたことのある文章、特に詩の場合には、自分で読んでみようとする子どももいます。すっかり暗記してしまうまで、子どもたちは数々の手段で文章を読み取り、多少の推測を駆使して不明な部分を補います。実際に、小さいうちからこのような手法で、有名な商品のロゴを「読む」子どもは多くいます。文章を読もうとする子どもの努力を褒めましょう。ただし、子どもたちが読んでいるのはすでに聞いたことのある文章に限られることを理解しておいてください。

とはいうものの、文章を読めるようになることは子どものやる気をひきだし、流暢に読めるようになるまでの長い道のりの大切な一歩になります。生涯を通じた物事への姿勢が形成される幼い時期に、楽しく、押しつけられることなく経験したあらゆる読書体験は、その後の人生で言葉や書物を愛する気持ちを育むのに役立つことでしょう。

「広く書物に親しむ者は
　卓越した筆力の持ち主である」　　　　　　　　　　　　　　　　　中国の格言

シリー・スージー・グース
ペトル・ホラチェック

（ウォーカー）

フロム・ヘッド・トゥー・トウエリック・カール
（パフィン）
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このブックレット・シリーズは親をサポートするためにブリティッシュ・カウンシルより委託製作されたものです。 

■ 幼い子どもたちのための異言語としての英語学習法

■ 子どもと英語で話す

■ 絵本を読み聞かせて英語を学ぶ

■ 詩を読み聞かせて英語を学ぶ
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